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問　

地
域
公
共
交
通
、
本
町
で
は
主

に
路
線
バ
ス
で
あ
る
が
、「
地
域
の

足
」
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
も
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
や
過
疎
化
に

よ
り
、
利
用
者
の
減
少
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は

地
域
公
共
交
通
の
役
割
の
重
要
性
か

ら
市
町
村
主
導
の
委
託
・
運
営
に
移

行
し
て
き
た
過
程
が
あ
る
。
そ
れ
は

国
土
交
通
省
に
よ
る
バ
ス
路
線
の
規

制
緩
和
や
道
路
運
送
法
の
改
正
な
ど

に
よ
る
も
の
で
、
現
在
は
周
防
大
島

町
の
取
り
組
み
の
度
合
い
が
大
き
い

中
で
各
路
線
が
存
続
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。

　

本
町
で
は
、
平
成
15
年
度
に
「
地

域
公
共
交
通
会
議
」
で
町
長
を
中
心

に
協
議
さ
れ
、
平
成
19
年
５
月
に
は

「
地
域
交
通
活
性
化
計
画
（
案
）」
が

示
さ
れ
、
綿
密
に
地
域
交
通
に
つ
い

て
の
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
当
時
の
状
況
か
ら
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
社
会
的

に
は
高
齢
者
に
よ
る
自
動
車
事
故
多

発
に
よ
る
免
許
返
納
の
促
進
や
70
歳

以
上
の
運
転
免
許
更
新
が
煩
雑
化
し

て
い
る
。

　

町
内
で
も
人
口
が
多
い
65
歳
か
ら

74
歳
の
住
民
が
公
共
交
通
を
利
用
す

る
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
、
よ
り
町

内
バ
ス
路
線
の
必
要
性
は
高
ま
る
で

あ
ろ
う
し
、
免
許
返
納
は
さ
ら
に
加

速
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
、
公
共
交
通
の
活
性
化
・
見

直
し
が
重
要
で
あ
り
、
委
託
業
者
と

の
関
係
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
改

正
等
、
困
難
な
点
も
多
い
が
、
生
活

の
中
で
バ
ス
が
無
く
て
は
困
る
住
民

の
方
も
お
ら
れ
る
。

　

全
て
の
住
民
が
安
心
し
、
生
き
生

き
と
生
活
す
る
た
め
の
地
域
振
興
や

交
流
と
い
う
面
で
も
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
公
共
交
通
イ
ン
フ
ラ

の
提
供
は
重
要
課
題
で
あ
り
、
利
用

者
の
声
を
く
み
取
っ
た
、
新
た
な
前

向
き
で
活
気
あ
ふ
れ
る
利
用
促
進
へ

の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
る
。
今
後

の
取
り
組
み
、
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

現
在
、
住
民
の
移
動
手
段
と
な

っ
て
い
る
生
活
路
線
は
何
れ
も
赤
字

路
線
で
あ
り
、
国
・
県
及
び
町
か
ら

多
額
の
補
助
金
を
拠
出
し
路
線
と
便

数
を
維
持
し
て
い
る
。
町
民
や
各
自

治
会
か
ら
も
乗
り
換
え
の
不
便
さ
や

増
便
の
要
望
、
ご
意
見
が
あ
る
。

　

利
用
促
進
の
た
め
に
は
増
便
や
再

編
も
考
え
ら
れ
る
が
、
増
便
や
新
た

な
運
行
計
画
に
は
多
大
な
経
費
を
必

要
と
し
、
か
な
り
の
利
用
者
を
見
込

め
な
け
れ
ば
赤
字
の
増
大
、
バ
ス
路

線
そ
の
も
の
の
存
続
に
影
響
す
る
。

　

今
後
の
方
針
と
し
て
、
国
や
県
の

補
助
制
度
を
利
用
し
現
行
の
路
線
と

便
数
の
確
保
に
努
め
た
い
。
ま
た
、

ま
す
ま
す
の
利
用
を
お
願
い
し
た

い
。
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